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1.  平成22年2月期第1四半期の連結業績（平成21年3月1日～平成21年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第1四半期 3,854 ― △21 ― △18 ― △131 ―

21年2月期第1四半期 3,290 10.3 19 △90.8 19 △90.5 △21 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第1四半期 △5,024.54 ―

21年2月期第1四半期 △809.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第1四半期 7,935 2,173 24.3 73,832.95
21年2月期 7,822 2,262 25.9 77,642.63

（参考） 自己資本   22年2月期第1四半期  1,930百万円 21年2月期  2,029百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年2月期 ―

22年2月期 
（予想）

0.00 ― 1,000.00 1,000.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

7,914 ― 151 ― 144 ― 18 ― 691.41

通期 16,174 14.8 425 ― 412 ― 166 ― 6,355.23
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき判断した見通しであります。今後、様々な要因により実際の業績等
は、上記数値と異なる場合があります。 
また、当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第1四半期 26,141株 21年2月期  26,141株

② 期末自己株式数 22年2月期第1四半期  0株 21年2月期  0株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第1四半期 26,141株 21年2月期第1四半期 26,080株
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 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融市場の混乱や急激な円高と株価の下落等により企

業収益は悪化し、雇用情勢の悪化及び個人消費の低迷により、極めて厳しい状況で推移いたしました。 

 外食産業におきましては、一般消費者の購買意欲が冷え込み外食を手控えるムードが広がる中で、新規参入者や中

食マーケットとの競争激化、「食」の安全・安心に対する社会的関心の高まりに伴い品質管理体制のより一層の強化

が要求されるなど、業界内の競争環境は従来にも増して厳しい状況にあります。 

 このような状況の下、当社グループにおきましては、既存店舗の販売強化や新規出店、FC加盟店数の拡大、新業態

の企画開発等を積極的に推進してまいりました。当第１四半期連結会計期間におきましては、カジュアルレストラン

を展開する株式会社SALVATORE CUOMO JAPANの新規出店が売上・利益の増加に貢献したものの、来客数の減少による

高級レストランの売上高の落ち込みや、和食レストラン部門、中華レストラン部門、海外部門の業績不振により、売

上高は 百万円（前年同期比17.1％増加）、営業損失は21百万円（前年同期営業利益19百万円）、経常損失は18

百万円（前年同期経常利益19百万円）、四半期純損失は131百万円（前年同期純損失21百万円）となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における事業の種類別セグメントの状況は次の通りとなっております。 

①XEXグループ 

 XEXグループにつきましては、平成21年５月に「The Kitchen Salvatore Cuomo」を韓国にFC店として出店いたしま

した。なお、高級レストラン「XEX」を中心に来客数の減少による既存店の売上が低調に推移したこと及び和食店舗

「八坂通りAn京割烹」の売上低迷（同店舗は平成21年5月に閉店）の影響から、当第１四半期連結会計期間の同グル

ープの売上高は1,384百万円（前年同期比19.2％減少）、営業利益は78百万円（前年同期比43.9％減少）、店舗数は

直営店14店舗、FC店１店舗となりました。 

②カジュアルレストラングループ 

 カジュアルレストラングループにつきましては、株式会社SALVATORE CUOMO JAPANにおいて引き続き「PIZZA 

SALVATORE CUOMO」を中心に直営店の新規出店を実施してまいりました。直営店では、平成21年3月に京王聖蹟桜ヶ丘

ショッピングセンター さくらゲート内に「PIZZA SALVATORE CUOMO SEISEKI-SAKURAGAOKA」を出店いたしました。 

 なお、平成21年3月にオープンしました「炭火焼肉An」において出店費用等の負担増があったこと、中華レストラ

ン事業を展開する株式会社CRYSTAL JADE JAPANの店舗及び、和伊授桌餐飲管理(上海) 有限公司において出店してお

ります複合レストラン「Y’s table Dining & The BAR」の業績不振により、当第１四半期連結会計期間の同グルー

プの売上高は1,737百万円（前年同期比44.5％増加）、営業利益は11百万円（前年同期比384.5％増加）、店舗数は直

営店39店舗、FC加盟店15店舗となりました。 

③施設管理事業 

 タカラビルメン株式会社及び平成20年12月に当社の連結子会社となった第一ビルサービス株式会社にて施設管理事

業を展開しております。施設管理事業においては、官公庁の予算削減と一般競争入札の導入、民間企業の経費削減等

引き続き厳しい環境にあるものの、医療サービス機関や斎場管理等の受注拡大及び新たに連結子会社となった第一ビ

ルサービス株式会社の貢献により、当第１四半期連結会計期間における売上高は672百万円（前年同期比131.6％増

加）、営業利益は53百万円（前年同期比207.8％増加）となりました。 

④その他の事業 

 その他の事業は、介護支援事業、経営コンサルティング事業等により構成されております。介護支援事業を展開す

るタカラケア株式会社では、居宅介護サービスを中心に業績は堅調に推移したものの、平成20年5月に株式会社Y's & 

partnersの株式を外部へ売却したことによる売上高の減少及びY's TABLE INTERNATIONAL CO.,LIMITEDの業務委託費

の増加により、当第１四半期連結会計期間の同グループの売上高は60百万円（前年同期比28.1％減少）、営業利益は

5百万円（前年同期比50.0％減少）となりました。 

 なお、前年同期比は参考として記載しております。  

  

  

①資産の状態 

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産合計は前連結会計年度比108百万円の増加で 百万円となり、ま

た固定資産合計は前連結会計年度比4百万円の増加で 百万円となりました。その結果資産合計は前連結会計年度

比113百万円の増加で 百万円となりました。 

 これは主として、売掛金の増加85百万円によるものであります。 

②負債の状態 

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債合計は前連結会計年度比149百万円の増加で 百万円となり、ま

た固定負債合計は前連結会計年度比53百万円の増加で 百万円となりました。その結果負債合計は前連結会計年 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

3,854

２．連結財政状態に関する定性的情報

3,067

4,868

7,935

3,344

2,417

3

㈱ﾜｲｽﾞﾃｰﾌﾞﾙｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ(2798)　平成22年2月期　第1四半期決算短信



度比202百万円の増加で 百万円となりました。 

 これは主として、買掛金の増加104百万円、長期借入金の増加30百万円によるものであります。 

③純資産の状態 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は前連結会計年度比89百万円の減少で 百万円となりまし

た。 

 これは主として、四半期純損失の計上 百万円、為替換算調整勘定の増加31百万円によるものであります。この

結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は24.3％となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度の期末残高と比較して 百万円減少

し、 百万円となりました。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 当第１四半期連結会計期間末における営業活動によるキャッシュ・フローは、 百万円の支出超過となりました。

 これは、税金等調整前四半期純損失 百万円に減価償却費 百万円等の調整を加味した上で、売上債権の増加 百

万円、仕入債務の増加 百万円、法人税等の支払額 百万円等があったことによるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 当第１四半期連結会計期間末における投資活動によるキャッシュ・フローは、 百万円の支出超過となりました。

 これは、有形固定資産の取得による支出 百万円、有形固定資産の売却による収入 百万円等があったことによ

るものであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 当第１四半期連結会計期間末における財務活動によるキャッシュ・フローは、 百万円の収入超過となりました。

 これは、長期借入れによる収入 百万円、長期借入金の返済による支出 百万円等があったことによるものであ

ります。 

  

  

当社グループにおきましては、当第１四半期連結会計期間において「炭火焼肉An」の開業費用の負担増や「八坂通

りAn」の不振の影響はあったものの、不採算店舗の閉店による効果や、既存店の販売強化・本社部門及び店舗のコス

ト削減の推進、カジュアルイタリアンレストラン「PIZZA SALVATORE CUOMO」及び施設管理事業の好業績を踏まえ、

第１四半期の実績と計画の進捗状況及び今後の予想を併せて検討した結果、第２四半期累計期間及び通期の連結業績

予想につきましては、平成21年４月14日に公表した期初計画を修正しておりません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しく変動していないと認められるため、前連結会計年度

末において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定する方法によっており

ます。 

②たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、 

簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し 

て算定しております。 

④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生 

状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予想やタックス・ 

プランニングを利用する方法により算定しております。 

  

  

5,762

2,173

131

53

1,580

36

26 99 85

101 106

71

132 30

45

300 252

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日公表分）を適用し、評価基準については最終仕入原価法から最終仕入原価法（収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）に変更しております。 

 なお、この変更による営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

③ 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議

会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになった

ことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を早期適用し、通常の売買取引に係る会計処

理によっております。 

 また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間

を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

  これによる営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微であります。 

④ 当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しております。 

 なお、これによる営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,580,099 1,633,289

受取手形及び売掛金 760,881 674,971

商品 178 126

製品 5,541 8,427

原材料 259,774 264,255

貯蔵品 42,735 34,612

その他 418,718 343,785

貸倒引当金 △503 △478

流動資産合計 3,067,426 2,958,989

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,756,022 2,739,965

その他（純額） 410,164 388,679

有形固定資産合計 3,166,187 3,128,645

無形固定資産   

のれん 483,082 490,856

その他 49,227 47,629

無形固定資産合計 532,309 538,485

投資その他の資産   

敷金及び保証金 763,001 757,916

その他 418,332 450,287

貸倒引当金 △11,321 △11,396

投資その他の資産合計 1,170,013 1,196,807

固定資産合計 4,868,511 4,863,938

資産合計 7,935,937 7,822,928

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 710,388 606,320

短期借入金 1,316,395 1,300,000

未払金 807,024 817,472

未払法人税等 102,114 113,475

賞与引当金 50,071 29,849

ポイント引当金 25,289 28,933

株主優待引当金 11,989 16,629

店舗閉鎖損失引当金 50,000 50,000

その他 271,473 232,676

流動負債合計 3,344,746 3,195,356
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

固定負債   

長期借入金 2,247,500 2,217,500

退職給付引当金 2,303 2,053

役員退職慰労引当金 1,211 669

その他 166,926 144,433

固定負債合計 2,417,941 2,364,656

負債合計 5,762,688 5,560,012

純資産の部   

株主資本   

資本金 830,375 830,375

資本剰余金 858,295 858,295

利益剰余金 241,542 372,888

株主資本合計 1,930,212 2,061,558

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 422 443

為替換算調整勘定 △568 △32,346

評価・換算差額等合計 △145 △31,902

新株予約権 4,721 4,721

少数株主持分 238,460 228,538

純資産合計 2,173,248 2,262,915

負債純資産合計 7,935,937 7,822,928
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

売上高 3,854,234

売上原価 3,360,392

売上総利益 493,841

販売費及び一般管理費 515,190

営業損失（△） △21,349

営業外収益  

受取利息 2,334

協賛金収入 7,815

その他 5,628

営業外収益合計 15,777

営業外費用  

支払利息 12,856

その他 531

営業外費用合計 13,387

経常損失（△） △18,958

特別利益  

固定資産売却益 1,225

貸倒引当金戻入額 74

特別利益合計 1,299

特別損失  

固定資産売却損 3,309

固定資産除却損 9

保険解約損 5,481

特別損失合計 8,800

税金等調整前四半期純損失（△） △26,459

法人税、住民税及び事業税 92,812

法人税等調整額 1,156

法人税等合計 93,969

少数株主利益 10,917

四半期純損失（△） △131,346
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △26,459

減価償却費 99,976

のれん償却額 7,774

貸倒引当金の増減額（△は減少） △50

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,221

株主優待引当金の増減額（△は減少） △4,639

ポイント引当金の増減額（△は減少） △3,643

退職給付引当金の増減額（△は減少） 249

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 542

受取利息及び受取配当金 △2,338

支払利息 12,856

為替差損益（△は益） △840

有形固定資産売却損益（△は益） 2,083

固定資産除却損 9

保険解約損益（△は益） 5,481

売上債権の増減額（△は増加） △85,773

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,074

前払費用の増減額（△は増加） △19,684

仕入債務の増減額（△は減少） 101,929

未払金の増減額（△は減少） △16,258

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,907

その他 △780

小計 83,822

利息及び配当金の受取額 2,291

利息の支払額 △16,142

法人税等の支払額 △106,182

営業活動によるキャッシュ・フロー △36,210

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △132,395

有形固定資産の売却による収入 30,435

無形固定資産の取得による支出 △3,995

貸付金の回収による収入 10,568

敷金及び保証金の差入による支出 △28,010

保険積立金の解約による収入 25,786

その他 25,774

投資活動によるキャッシュ・フロー △71,836
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,105

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △252,500

少数株主への配当金の支払額 △975

財務活動によるキャッシュ・フロー 45,420

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,436

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △53,190

現金及び現金同等物の期首残高 1,633,289

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,580,099
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

 当第１四半期連結会計期間（自 平成21年３月１日  至 平成21年５月31日） 

 (注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主な店舗名称又は事業の内容 

  

 当第１四半期連結会計期間（自 平成21年３月１日  至 平成21年５月31日） 

 本邦の売上高が、全セグメントの売上高の合計に占める割合の90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

 当第１四半期連結会計期間（自 平成21年３月１日  至 平成21年５月31日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
ＸＥＸ 
グループ 
(千円) 

カジュアル
レストラン
グループ 
(千円) 

施設管理 
事業 
(千円) 

その他の 
事業 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は 
全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

  売上高              

 (1)外部顧客に対する 
売上高 

 1,384,209 1,737,041     672,031 60,952  3,854,234 － 3,854,234

 (2)セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

   20,278 3,473 21,513 －  45,266  △45,266 －

計  1,404,488 1,740,514 693,544  60,952    3,899,500  △45,266 3,854,234

  営業利益    
  又は営業損失(△) 

   78,912  11,993 53,157 5,654  149,718    △171,067 △21,349

(1) ＸＥＸグループ   

  ①ＸＥＸ   ⑤毛利Salvatore Cuomo 

  ②The Kitchen Salvatore Cuomo   ⑥CURTAIN CALL 

  ③八坂通りAn   ⑦XEX CLUB HOUSE 

  ④LE CHOCOLAT DE H   ⑧Trattoria & Pizzeria Zazzà 

(注)平成21年5月に八坂通りAnは閉店しております。 

(2)カジュアルレストラングループ   

  ①PIZZA SALVATORE CUOMO    ⑥TAVOLA CALDA B・A・R 

  ②伊太利亜市場 B・A・R    ⑦CRYSTAL JADE 上海ガーデン 

  ③CAFÉ AL GRAZIE    ⑧炭火焼肉An 

  ④こけこっこ    ⑨Y's table Dining ＆ The BAR 

  ⑤Soba GIRO   

(注)平成21年3月に炭火焼肉Anを出店しております。 

(3)施設管理事業 

  ①建物保守及び管理 

  ②建物清掃請負 

  ③斎場管理 

(4)その他の事業 

  ①介護支援事業 

  ②経営コンサルティング等 

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕
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 該当事項はありません。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

前第１四半期連結累計期間（平成20年３月１日～５月31日） 

科目 

前年同四半期 
（平成21年２月期 
第１四半期） 

金額（千円） 

Ⅰ 売上高  3,290,693

Ⅱ 売上原価  2,865,804

売上総利益  424,888

Ⅲ 販売費及び一般管理費  405,478

営業利益  19,409

Ⅳ 営業外収益  18,017

 １ 受取利息  2,125

 ２ 協賛金受入  9,909

 ３ 預り保証金戻入益  2,685

 ４ その他  3,296

Ⅴ 営業外費用  18,063

 １ 支払利息  13,569

 ２ 為替差損  3,989

 ３ その他  504

経常利益  19,363

Ⅵ 特別利益  3,151

 １ 固定資産売却益  28

 ２ 投資有価証券売却益  3,000

 ３ その他  122

Ⅶ 特別損失  3,115

 １ 固定資産除却損  405

 ２ 子会社株式売却損  2,709

税金等調整前四半期純利益  19,398

法人税、住民税及び事業税  31,861

 法人税等調整額  15,139

 少数株主損益  6,494

四半期純利益又は 
四半期純損失(△) 

 △21,108
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前第１四半期連結累計期間（平成20年３月１日～５月31日） 

  

（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  
前年同四半期 

（平成21年２月期 
第１四半期） 

区分 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

 １ 税金等調整前第1四半期純利益  19,398

 ２ 減価償却費  70,710

 ３ のれん償却  6,698

 ４ 賞与引当金の増加額  13,803

 ５ 株主優待引当金の減少額  △3,197

 ６ ポイント引当金の増加額  947

 ７ 受取利息  △2,125

 ８ 支払利息  13,569

 ９ 為替差損  3,989

 10 固定資産売却益  △28

 11 投資有価証券売却益  △3,000

 12 固定資産除却損  405

 13 子会社株式売却損  2,709

 14 売上債権の増加額  △38,239

 15 たな卸資産の増加額  △15,682

 16 前払費用の増加額  △15,816

 17 仕入債務の増加額  79,224

 18 未払金の増加額  93,920

 19 未払消費税等の増加額  12,988

 20 その他   △10,299

小計  229,976

 １ 利息の受取額  3,140

 ２ 利息の支払額  △12,559

 ３ 法人税等の支払額  △295,374

営業活動によるキャッシュ・フロー  △74,816

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

 １ 定期預金払戻しによる収入  20,000

 ２ 有形固定資産の取得による支出  △79,456

 ３ 有形固定資産の売却による収入  28

 ４ 無形固定資産の取得による支出  △236

 ５ 投資有価証券の売却による収入  15,000

 ６ 貸付けによる支出  △10,000

 ７ 敷金及び保証金の増加による支出  △36,862

 ８ 連結範囲の変更を伴う子会社株式の 
    売却による支出 

 △2,394

 ９ その他  △1,126

投資活動によるキャッシュ・フロー  △95,048

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

 １ 長期借入れによる収入  200,000

 ２ 長期借入の返済による支出  △205,000

 ３ 増資による収入  5,750

 ４ 配当金の支払額  △33,471

 ５ 少数株主への配当金の支払額  △2,483

財務活動によるキャッシュ・フロー  △35,205
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前年同四半期 

（平成21年２月期 
第１四半期） 

区分 金額（千円） 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  △8,534

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額  △213,604

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  2,339,083
Ⅶ 連結範囲の変更に伴う現金及び現金同等物

の減少額 
 △18,610

Ⅷ 現金及び現金同等物の四半期末残高  2,106,868
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 前第１四半期連結会計期間（自 平成20年３月１日  至 平成20年５月31日） 

 (注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主な店舗名称又は事業の内容  

  

 前第１四半期連結会計期間（自 平成20年３月１日  至 平成20年５月31日） 

 本邦の売上高が、全セグメントの売上高の合計に占める割合の90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

 前第１四半期連結会計期間（自 平成20年３月１日  至 平成20年５月31日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
ＸＥＸ 
グループ 
(千円) 

カジュアル 

レストラン 

グループ 
(千円) 

施設管理 
事業 
(千円) 

その他 
の事業 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は 
全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

  売上高               

 (1)外部顧客に対する 
  売上高 

 1,713,446 1,202,365    290,124 84,757  3,290,693 ― 3,290,693

 (2)セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

  784 3,249 22,091 1,777  27,903  (27,903) ―

計  1,714,230 1,205,614 312,216  86,534    3,318,596  (27,903) 3,290,693

  営業利益 
  又は営業損失(△) 

   140,787  2,475 17,268 11,300  171,830    (152,420) 19,409

(1) ＸＥＸグループ   

  ①ＸＥＸ   ⑤毛利Salvatore Cuomo 

  ②The Kitchen Salvatore Cuomo   ⑥CURTAIN CALL 

  ③八坂通りAn   ⑦RESTAURANT TANGA 

  ④LE CHOCOLAT DE H   ⑧Trattoria & Pizzeria Zazzà 

(2)カジュアルレストラングループ 

  ①PIZZA SALVATORE CUOMO   ⑤Soba GIRO 

  ②伊太利亜市場 B・A・R   ⑥TAVOLA CALDA B・A・R 

  ③CAFÉ AL GRAZIE   ⑦CRYSTAL JADE 上海ガーデン 

  ④こけこっこ   

(3)施設管理事業 

  ①建物保守及び管理 

  ②建物清掃請負 

  ③斎場管理 

(4)その他の事業 

  ①介護支援事業 

  ②経営コンサルティング、不動産賃貸事業他 

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕
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